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原発事故避難者に対する住宅の無償供与の延長を求める 

緊急要請 

 

 

福島県が、自主的避難者の避難先の住宅の無償提供を２０１６年度で終える方針を固め、関

係市町村と調整に入った旨が報道されています。 

 

住宅は避難者たちの命綱です。無償提供を打ち切らないでください！ 

 

多くの自主的避難者は避難の継続を希望しています。避難元の線量がまだまだ高いところも

あり、小さな子どもを抱えた親たちは帰るに帰れない状況です。 

 

健康への影響に対する不安は強く、それは根拠がないものではありません。 

福島県県民健康調査で、甲状腺がん悪性と診断された子どもは、悪性疑いも含め１２６人に

なりました（うち確定が１０３人）。１巡目の検査で、問題なしとされた子どもたち１５人

が含まれています。 

 

福島県立医大は、「事故との因果関係は考えにくい」としていますが、誰にわかるでしょう

か。避難者たちの声をきいてください。 

 

未曾有の原子力災害を経験した国として、原発災害における住宅支援制度の確立をお願いし

ます。人道にかんがみて、住宅無償供与の延長をお願いいたします。 

 

呼びかけ団体：国際環境 NGO FoE Japan 〒173-0037 東京都板橋区小茂根 1-21-9 

Tel：03-6909-5983 Fax：03-6909-5986 

 

（5 月 17 日の夕刻から４５日間で以下の賛同署名が集まりました。署名簿とともに提出し

ます。） 

 

署名数：１３，１７２筆  団体賛同 ８７団体 

 

賛同団体：避難・支援ネットかながわ／放射能ゴミ焼却を考えるふくしま連絡会／放射能からこど

もを守ろう関東ネット／こども東葛ネット／ＮＰＯ法人福島の子どもたちを守る会・北海道／環境

教育ふくおか／風下の会福島／子どもたちを放射能から守る全国ネットワーク／福島老朽原発を考

える会／特定非営利活動法人ふくしま地球市民発伝所／美浜・大飯・高浜原発に反対する大阪の会



／南相馬・避難勧奨地域の会／那須野が原の放射能汚染を考える住民の会／子どもたちに未来をわ

たしたい・大阪の会／保養ネット・よこはま／NPO 法人みみをすますプロジェクト／冨士の麓のう

つくし村／福島の子どもたちを守る法律家ネットワーク（SAFLAN）／本牧シニア IT クラブ／Make 

Our Way／雪谷十姉妹の会／虹とみどりの会／緑ふくしま／憲法を生かす会／アジア開発銀行福岡

NGOフォーラム／えねみら・とっとり／所沢「平和都市宣言」実現する会／さよなら玄海原発の会・

久留米／原発やめよう/つながろう関西・マダム会議／福島原発かながわ訴訟を支援する会／ボイ

ス・オブ・ヒロシマ／「平和への結集」をめざす市民の風／花風香の会（かふかのかい）／福島原

発３０キロ圏ひとの会／戦争はいやだ！市川市民の会／大阪大学附属病院看護師労働組合／福島原

発からの放射能放出をやめてほしいと願う阪大病院看護師の会／横浜学校労働者組合／十万年生き

るゆかいな仲間(さる)たち／4月 3日のひろば／原発を考える品川の女たち／グリーンピース・ジャ

パン／原発いらない福島の女たち／福島原発事故緊急会議／ママレボ／福島原発震災情報連絡セン

ター／子供の未来を考える会ハチドリ／ハイロアクション福島／脱原発福島ネットワーク／郵政産

業労働者ユニオン東京貯金支部／亀戸ひまわり診療所／能登原発防災研究会／たかつき保養キャン

プ・プロジェクト／よそものネット／ひまわりプロジェクト南相馬／／原発さよなら千葉／ふくし

まWAWAWAー環・話・和ーの会／フクシマ・アクション・プロジェクト／放射能 NO！ネットワー

ク取手／樹花舎／子どもたちを放射能から守る伊豆の会／ノーニュークス・アジアフォーラム・ジ

ャパン／原子力資料情報室／アジア女性資料センター／市民 SOHO 蒼生舎／放射能汚染から子ども

たちを守る会・野田／特定非営利活動法人てんぐるま／子育てグループ ハハノワ／環瀬戸内海会

議／麦っ子畑保育園／京都生協の働く仲間の会／Sayonara Nukes Berlin／日本基督教団東北教区放射

能問題支援対策室いずみ／ベクレルフリー北海道／信州・生活者ネットワークながの／こどもの未

来プロジェクト・伊豆／風の町の未来’s／生活協同組合あいコープみやぎ／さいなら原発尼崎住民

の会／脱原発アクション in 香川／さよなら原発！三鷹アクション／原発がこわい女たちの会／三陸

の海を放射能から守る岩手の会／放射能から子どもの未来を守る調布の会／みやぎ脱原発・風の会

／地方自治を考える市民の会 


